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第 4回：「知」のマネージメント

はじめに―再びの心象芸術論

本連載の最終回にあたり、再度、心象芸術論（＊4―1）
に触れ、ミュージアム・マネージメントのあり方を
整理しておこう。
心象芸術論を著した宇佐美圭司氏は、絵を描く行

為について、作品を創造する者とその作品に触れる
者との感応や認識は、一体不可分のものであり、主
体と客体との認識が必ずしも同じであることはない
と述べている。
また、より深く心象芸術論を具現化した作風（と

私は考えている）を持つ松井守男の芸術表現につい
て、編集工学研究所の松岡正剛氏は、彼の作品意図
を「出現」とした。
それも松井側からの出現ではなく、見る者の側に

おける出現であり、『自己の他端への投企』と評論し
ている。（＊4―2）
どちらの表現にせよ、私の見ている心象芸術論の

要点のひとつは、「見る側が価値づけ、見る者自身の
自己が投影される芸術行為」という事である。
作者が作者の意図そのままに表現する、これまで

の芸術表現の考え方からすれば、芸術行為に対する
基本的なパラダイム・シフトであるとさえ思われる。
宇佐美氏が心象芸術論を著すモチーフともなって

いる宮澤賢治の「春の修羅」を始めとした、彼の多
くの作品や彼自身について、現在もなお多くのファ
ンの感動を呼びつづけているのもこのあたりである
と思う。
つまり、彼の作品に引きつけられる源泉は、「見る

（読む）側が投影される」というメカニズムにあるの
だろうし、自己の内面が投影された時の自己自身の
確認作業での冷静なる評価にあるのであろうか。
翻って、これらの考え方をミュージアム・マネー

ジメントの視点に置き換えるとすれば、ミュージア
ムの利用者が、自らの内面（感性や理性）と対話し
つつ、自らの解釈を獲得する場として、どう環境を
設定してゆけば良いのかという、問題解決の考え方
や方法論として捉えられる。

暗黙知に適合した環境を

また、第 2回では、暗黙知や形式知という私達の
知の姿に触れつつ、これまでにつくられ、考えられ
てきたミュージアムという環境が、形式知のみに重
きを置きすぎてきたのではないかという視点を論じ
た。
もう一方の暗黙知の存在を、私達の知の方法論と

して認めた時点から、先の『自らの内面と対話しつ
つ、自らの解決を獲得する場』とする心象芸術論的
ミュージアム論が見えてくる。
人は、暗黙知と形成知の相互作用によって、真に

その人なりの創造的な思考、オリジナルなアイディ
アを生み出す事が出来る。
単に形成知ばかりの組み合わせだけでは単なる知

識の受け皿として、自らを位置付ける事になり自ら
の学びにはつながらない。
学びと言う行為は、書かれた文章を読み、理解し

たり、誰かに教えてもらったり、情報を得たりして
知識を増やしてゆくものとするこれまでの学習観と
は違い、ミュージアムと言う実物（リアリティ－）
を扱う環境では、より暗黙知的な学びが求められて
いる場であり形式知的環境に満ちた現状とは、根本
的な学習観の転換が必要ではないかと考えている。
現代の様なより知的欲求の高まっている人々が、

ミュージアムの諸活動によって、知る事の満足感を
得られるミュージアムとは、いったいどの様なもの
であろうか。
前回、その事について、これからのミュージアム

のあり方として、その環境特性を「インターフェイ
ス」であると考えると共に、その機能を整備する必
要性を述べた。
つまり、インターフェイスとしてのミュージアム

とは、宇佐美氏の言う『主体と客体との一体不可分
性』を持つ環境としてとらえる事であり、松岡正剛
氏が表現した『自己の他端への投企』を生じるメカ
ニズムを含んだマネージメントが行なわれている場
でもあると想定できる。
また、前回、インターフェイスとしてのミュージ

アムを語るにあたり、図4―1を示しながら、情報論と
認知科学的な視点から、私見を述べた。
この時、利用者は単に情報を受けとる存在として

だけ位置づけられているのではなく、展示や教育普
及活動との間で相互交渉を行ない、自らの既有知識
との間でやりとりを行いながら学んでいる存在であ
る。
そのミュージアムの展示テーマ関したこれまでの

知識と、ミュージアムに来館して得られた新たな情
報とを組み合わせて吟味し、取捨選択して自らの納
得を得ようとする。
つまり、自らの内面で情報の編集作業を行なって

いる訳であり、インターフェイスとしてのミュージ
アムとは、言ってみれば、情報の編集室の様な場と
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想定できる。
この事は、私達人間の存在を、単に情報を受けと
るだけの存在であるという解釈からは、生まれてこ
ない。

図4―1  インターフェイスとしてのミュージアム

ミュージアム・マネージメントに
於ける人間観・学習観の転換を

人間とは、前回述べた積極的で有能な、自ら学び、
課題（疑問）を克服（解決）しようとする種として
捉え、利用者を想定できた時に成り立つ考え方であ
る。
ややもすると、これまで、私達学芸員は、その道
の専門家であり、その研究成果は、教えてやらなけ
れば理解できない存在として、利用者を位置づけて
いたのではなかったか。
むしろ利用者は、その様な専門的な知識を体系的
に学ぶためにミュージアムを利用している人達ばか
りではない。
それどころか、その様な目的で来館される利用者
は少ないのが現状であろう。
自らの知的好奇心を満足させ、新たな「知」と触
れる事によって、自らの内面を再活性化させ、学ぶ

事、知る事の楽しさを味わっていただいているので
はないだろうか。
この視点にこそ、心象芸術論的ミュージアム論成

立の可能性を見る事ができる。
つまり、ミュージアムの設置者や学芸員と、利用

者との関係性について考える時、宇佐美氏の「主体
と客体との一体不可分性」の指摘や「自己の他端へ
の投企」と述べた松岡氏の評論は、自ら学ぶ楽しさ
を得ようとしている、利用者にとってのミュージア
ムを構想する際に投影できる視点である。
あるいは、展示等の学習環境を構築する製作業者

の意図とは別に、利用者は利用者なりの意図を持ち、
ミュージアムの諸活動と接しながら楽しさを味わっ
ている。
では、この時、マネージメントをする側として、

この様な視点から、どのようにして利用者と関われ
ばよいのだろうか。

学びのコミュニティーとしての
ミュージアムを

それは、前回にも述べた「参加型学習モデル」と
いう学習形態が参考になる。
ミュージアムをインターフェイスとして見た時、

展示やその他の普及活動等を、一方向の情報伝達手
段として考えるのではなく、運営側と利用者側との
相互に作用し合うメディアとして存在しているとと
もに、しかもなお、そこには別な視点が必要である
と考えられる。
つまり、ミュージアムという学習環境について、

単に、情報のやり取りという視点から、運営側と利
用者側との間（界面）をとりもつ媒体として考える
のではない。
学ぶ事、知る事の楽しさを体験していただくため

に、利用者自らの学び（オリジナルな学び）を見つ
けていただくための、運営側からの働きかけ―動機
づけ―が必要である。
この事があってはじめて、心象芸術論的ミュージ

アム論、『主体と客体との一体不可分性』を持つ環境
としてのミュージアム、『自己の他端への投企』を成
立させる運営側の存在意義が見えてくる。
なかんずく、“世界に触れる事によって知るという
ことを忘れてしまった人間は、知るということを「情
報を得る」ことと誤解しはじめた。”（＊4―3）と言わ
れている昨今にあって、自らの学びを実感できる場
としてミュージアムを位置づける事は、大変意義深
いことでないだろうか。
あるいは、また、いよいよ始まった総合学習への

対応として、単なるテーマ学習的な総合学習ではな
く、生徒ひとりひとりの、個の好奇心を育て、個の
学びやトキの体験を保証できる環境として、ミュー
ジアムをとらえ直す状況にあるのではないだろうか。
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単に、館内で利用者が自由に観覧していただく施
設としてではなく、運営側―展示等の活動―利用者
がひとつのまとまりあるコミュニティー（学びのコ
ミュニティー）を形成し、個が自らの学びやトキの
体験を実践するための様々な媒体やシステムなどを
用意し、利用者に対して、常に自らの学びへと触発
し、動機づける工夫をしてゆく事が、これからのミ
ュージアム・マネージメントのあり方ではないかと
思う。

求められるミュージアムのサービスとは

また、別の角度からミュージアムのサービスを考
えると、利用者の学びや時の体験を触発し、動機づ
け、知る事や学ぶ事の楽しさを提供する行為の事で
あると想定でき、これまでに語られてきたミュージ
アムのサービスのあり方とは視点が異なる。
ミュージアム・ショップのグッズなどにしても、

単なる経営資源として捉えるだけではなく、学びへ
の動機づけのシステムとして捉えることが必要であ
ろう。
単に、デザイン的な美しさや、施設のテーマと関

連を持たせた販売品という視点からでなく、いかに
すれば、そのグッズによって、利用者自らの学びへ
と動機づけされるのか、あるいは、反対に、対象と
するグッズに、学びへの動機づけのメカニズムが内
在しているかどうかといった研究へのアプローチも、
ミュージアム・マネージメントの重要な視点であろ
う。
学芸員の新たな職能として、グッズの考案や、動

機づけのための利用者サービスのあり方など、学び
のコミュニティーを形成し、利用者自らの学びを実
践できるマネージメントのあり方が、今日の高学歴
化し、知的好奇心の高まった現今の状況を考えた時
にはますます必要になってきたのではないだろうか。
一方、情報化の進展によって、学びそのものもバ

ーチャルな世界にとじ込められる傾向にあり、同様
に、ミュージアムの情報化についても、情報機器を
伴った展示や情報検索システムなどが導入された環
境となっている。
だが、良く考えてみなければならないのは、研究

した成果を展示や情報機器等、何らかのメディアに
移しかえた時、その時点である価値判断に基づいた
情報選択が行なわれているという事である。
個の学びやトキの体験を保証するのであれば、そ

ういった環境は、それ自体機能が固定化された媒体
ではなく、利用者の学びやトキの体験を触発する媒
体であるとの認識の上に立つべきであろうし、なお
かつ、個の学びやトキの体験をどの様に保証すれば
良いのかを考えるべきである。
だからこそ、運営側からの人的な働きかけが利用

者の学びを触発する―動機づけ―としてのサービス

や接し方が求められる。
よく、人的なサービスとしてガイドの存在がある

が、個の学びやトキの体験を保証しようとすれば、
単に展示内容を説明するガイドではなく、個の学び
やトキの体験を誘発する動機づけとしての働き、存
在としての人的サービスこそ、今日的なミュージア
ムの機能と、利用者の要請に応えられるガイドの存
在であろう。
あるいは、もっと積極的に利用者へのサービスを

捉えた場合には、学芸員自らが館内にあって、時と
して、利用者にとっての動機づけの存在となること
が求められているのではないか。

個の学びを保証する編集と
触発のメディア

さて、これまで、心象芸術論を手がかりとして、4
回にわたって今日のミュージアム・パラダイムとそ
のマネージメントについて論じてきた。
情報化社会や生涯学習の時代と、様々に変化を遂

げた社会の状況は、ミュージアムそのもののパラダ
イムをシフトさせ、モノの収集・展示や情報の提示
装置から、モノを媒介にした学びの環境に変え、単
なる情報を伝達するメディアから、インターフェイ
ス、それも、個の学びを触発し、個の視点から情報
を編集するためのメディアへと変容することを求め
はじめている。
また、実物に内在していた情報は、一見、ITによ
ってますます場所性を必要としなくなったように見
え、デジタル情報のみでミュージアムという学習環
境が成立できるように思われるようになってしまっ
た。
しかし、ひとたび人間観、学習観を変えてみた時、
あるいは、暗黙知という学びの形態を認めた時に、
とたんにリアリティーの大切さとリアリティーから
の学びの重要性が認識できる。
そこに、より、リアリティーからの学びを補完す

るミュージアム情報化のあるべき姿が見えてくる。
なおかつ、ミュージアム・マネージメントの視点

についても、個の学びを触発し、個の視点から情報
を編集することができる環境として整え、運営する
ことが、これからますます重要性を増してくると考
えられる。
このことは、展示室といった環境ばかりではなく、
様々な教育普及活動やミュージアム・グッズ、ある
いは、利用者と接する人的なサービスのあり方につ
いても、そのあり方が問われてくるだろう。
ミュージアムという施設の存在意義は、社会の中

にあって、利用者に対してどれだけ貢献したのかと
いうところにあり、これまでのように、資料を保管
し、展示に供すると共に、後世に伝えるという機能
に満足してしまっていては、社会性のある施設とし
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ての認知も低くなり、ますます取り残されてしまう
であろう。
いかにして地域住民や利用者の暗黙の要請、声な
き声に耳を傾け、知的好奇心に満ちた今を生きる人々
の要求に答えることができるのかと言うことを考え
なければならない。
ミュージアムは、学校での体系的、カテゴリーに
分かたれた学びとは、その学びのあり方が基本的に
違う。
また、学校と言う必然性のある学びとは違って、

利用者自らの自由意思に委ねられた環境の中で、よ
り楽しく、学びやトキの体験ができるのかと言うシ
ステムづくりや体制が求められているのではないだ
ろうか。
単に、館内において生産される新たな情報を展示
と言うメディアに置き換えて学習環境を整えてゆく
のではなく、これまでに見てきたように、運営者側
も利用者側も、あるいは、展示などの環境も含め、
一体不可分なメディアであり、インターフェイスで
あると言う認識に立って、ミュージアム・マネージ
メントを考えなければならないだろう。
これまでの様な一方的な情報提供の場というので
はなく、利用者の認知的な動きや内部で生成される
情報も含めて、「知」というもののあり方を考えて、
ミュージアムという環境の中で総合的に検証しつつ
マネージメントしてゆくという、『知のマネージメン
ト』の視点にたったミュージアム・パラダイムへの
転換と、そのマネージメントが問われているのでは
ないだろうか。

以上、4回にわたって、認知と情報論をキャンバ
スにして、心象芸術論という絵筆を使いつつ、現代
におけるミュージアムのあり方と、そのマネージメ
ントを描いてみた素描は、まだまだ、描き足したり、
消してみたりしなければ、一幅の絵としては仕上が
らないだろうことは、描き手の私自身が深く認識し
ている。
図らずも出会うことになった松井守男氏の絵画が、
これまでの学芸員としての経験から生まれた疑問に
対する答えとして、某かの示唆を与えてくれ、その
後出会うことになった「心象芸術論」が、これから
のミュージアムの姿を考える上での確かな確信にま
で高めてくれた。
まだまだ理論的な不備、表現の稚拙さによって、

これまでお読みいただいた会員諸氏に対して、必ず
しも納得し、読みごたえのある連載にはなってはい
ないものと、自らの足りなさを認識している。
今後は、より一層足らざる所、新たな視点などを
加味しつつ、ミュージアムという自由で楽しい学び
の場について実践を通して考えてゆきたい。 （終）

＊4―1：「心象芸術論」宇佐美圭司著／新曜社／1993年
＊4―2：Art ’87 WINTER No.118 冬号より
＊4―3：岩波講座「教育の方法10」教育と機械／Ⅴ、機械的

であることと教育的であること／佐伯胖著／中公新
書・1989年、より一部抜粋

図4―1：「博物館情報論」樹村房発行および、「ネットワーキ
ングへの招待」／金子郁容著　中公新書・1986年を
それぞれ一部参照して作成
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1 ．はじめに

文部科学省では「博物館、学校、高等教育機関、
企業、研究所、団体等がネットワークを形成し、青
少年のための自然科学等に関する魅力ある事業の開
発・実施・普及を行い、地域における科学博物館の
機能の向上と積極的活用を推進すること」を目的と
して平成 9年度から「科学系博物館活用ネットワー
ク推進事業」を実施してきた。そのなかで我々は平
成12年度から13年度の 2年間にわたって「海の中道
海洋生態科学館」を中心に「北九州市立自然史博物
館」「宮崎市フェニックス自然動物園」「鹿児島県立
博物館」「阿蘇火山博物館」の 5館で「九州地域ネッ
トワーク事業推進協議会」を結成し、九州地域にお
ける同事業を委託され実施した。この協議会の事業
は“学校教育との連携”に主眼を置き、今後学校で
実施される総合的学習の時間をはじめ、既存教科の
授業を行っていく中で博物館のもつ専門性を有効に
活用していこうというものである。従って、この事
業を推進していく上で博物館関係者だけの一方的な
“思い”に傾かないよう、構成メンバーには各博物館
の担当者のほかそれぞれの県の学校教師や教育委員
会関係者にも加わってもらった。
事業内容全般については同協議会事務局である「海
の中道海洋生態科学館」から様々な形で報告されて
いるので、本稿ではその概要を次項で述べるにとど
め、この委嘱事業における阿蘇火山博物館としての
取り組みや実施内容等について紹介していくことと
する。

2 ．九州地域ネットワーク事業推進協議会
の事業概要

同協議会では 2ヶ月に 1回程度の会議において博
物館関係者と学校関係者とが様々な意見を出し合い
ながら事業を進めた。結果的にこのことによってお
互いの立場や事情を理解することができ、事業を推
進していくうえで非常に有効であった。
具体的な事業概要は次のとおりである。

〈平成12年度〉
・テレビ会議システムを用いたネットワーク授業の
実施

ISDN回線を用いたテレビ会議システムによっ
て博物館と学校を結んで授業を実施。

・Webの構築
同協議会の活動内容の紹介やネットワーク授業
の受付を行うサイトをつくった。

・学習素材「こんなことできる博物館」（CD-ROM）
の作成と配布
博物館の持つ様々な教育プログラムおよび学習
コンテンツをまとめ、CD-ROMに入れ込んだ。
これを九州、沖縄、山口の小中学校（約6000校）
に無償配布した。

〈平成13年度〉
・ネットワーク授業の本格実施
・ディスカバリーボックスの作成

ネットワーク授業で使用することを前提とした
資料セットをつくった。

・学習パッケージの作成
総合的学習の時間などで活用でき、さらに各博
物館の活用を組み込んだ学習プログラムを開発
した。

3 ．阿蘇火山博物館で実施したネット
ワーク授業

上記のとおり、この事業の大きな柱は博物館と学校
とのネットワーク授業の実施である。近年、日本にお
いて有珠山や三宅島のほか岩手山、富士山など火山の
噴火あるいはその予兆現象などがマスコミ等に取り上
げられている。このようなこともあってか、日本各地
からWebをとおして多くの授業の申し込みがあり、阿
蘇火山博物館としてはそのすべてに対応してきた。そ
の実施内訳は表―1のとおりである。
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ネットワーク授業とそこで活用する
ディスカバリーボックス

～科学系博物館活用ネットワーク推進事業に
おける阿蘇火山博物館の取り組み～

阿蘇火山博物館

池辺　伸一郎

平成12年度の成果物（CD-ROM）

写真2 ネットワ－ク授業の様子
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表
―
１
　
阿
蘇
火
山
博
物
館
で
実
施
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
授
業
（
H
.1
2～
13
年
度
）

タ
　
　
イ
　
　
ト
　
　
ル

火
山
の
つ
く
る
地
形
と
地
層
～
熊
本
の
火
山
「
阿
蘇
山
」
を
し
ら
べ
て
み
よ
う
～

阿
蘇
火
山
の
つ
く
る
地
形
と
地
層

火
山
が
あ
っ
て
い
い
こ
と
、
困
る
こ
と

火
山
の
つ
く
る
地
形
と
地
層
～
熊
本
の
火
山
「
阿
蘇
山
」
を
し
ら
べ
て
み
よ
う
～

日
本
の
火
山
と
阿
蘇
山

土
地
の
で
き
か
た
と
火
山

火
山
は
ど
う
し
て
噴
火
す
る
の
？

火
山
は
ど
う
し
て
噴
火
す
る
の
？

火
山
は
ど
う
し
て
噴
火
す
る
の
？

火
山
は
ど
う
し
て
噴
火
す
る
の
？

火
山
は
ど
う
し
て
噴
火
す
る
の
？

火
山
は
ど
う
し
て
噴
火
す
る
の
？

火
山

地
域
の
火
山
を
知
ろ
う
～
「
阿
蘇
山
」
の
活
動
と
火
山
岩
～

火
山
に
つ
い
て
の
凝
問
を
解
決
し
よ
う

火
山
に
つ
い
て
の
凝
問
を
解
決
し
よ
う

地
元
の
火
山
「
阿
蘇
山
」
を
知
ろ
う

大
地
の
変
化
「
火
山
」

大
地
の
変
化
「
火
山
」

大
地
の
変
化
「
火
山
」

大
地
の
変
化
「
火
山
」

阿
蘇
火
山
を
知
ろ
う
、
火
山
に
つ
い
て
の
疑
問
・
質
問
に
つ
い
て
答
え
て
も
ら
お
う

火
山
に
つ
い
て
の
疑
問
を
解
決
し
よ
う

大
地
の
変
動
と
火
山

火
山
活
動
と
火
山
の
恵
み

大
地
の
変
動
と
火
山

授
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

地
元
の
阿
蘇
山
に
目
を
向
け
、「
地
層
」
の
発
展
学
習
と
と
ら
え
て
実
施
し
た
。

地
元
の
阿
蘇
火
山
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
。
予
備
学
習
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
質
問
を
考
え
さ

せ
た
。

予
備
学
習
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
質
問
を
考
え
さ
せ
た
。

地
元
の
阿
蘇
山
に
目
を
向
け
、「
地
層
」
の
発
展
学
習
と
と
ら
え
て
実
施
し
た
。

阿
蘇
山
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
県
に
も
活
火
山
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
。

人
が
住
ん
で
い
る
土
地
の
特
徴
を
観
察
し
、
縞
模
様
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を

学
習
し
た
。
奄
美
や
阿
蘇
山
の
の
地
形
や
地
質
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

「
大
地
の
変
化
と
地
球
」
の
単
元
の
発
展
学
習
と
位
置
づ
け
、
火
山
噴
火
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
を
と
お
し

て
大
地
の
動
き
を
理
解
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
。

火
山
が
ど
の
よ
う
に
し
て
噴
火
す
る
の
か
を
理
解
し
、
同
時
に
火
山
の
地
形
が
マ
グ
マ
の
性
質
や
噴
火
の
仕
方
に

よ
っ
て
違
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

火
山
が
ど
の
よ
う
に
し
て
噴
火
す
る
の
か
を
理
解
し
、
同
時
に
火
山
の
地
形
が
マ
グ
マ
の
性
質
や
噴
火
の
仕
方
に

よ
っ
て
違
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

火
山
が
ど
の
よ
う
に
し
て
噴
火
す
る
の
か
を
理
解
し
、
同
時
に
火
山
の
地
形
が
マ
グ
マ
の
性
質
や
噴
火
の
仕
方
に

よ
っ
て
違
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

火
山
が
ど
の
よ
う
に
し
て
噴
火
す
る
の
か
を
理
解
し
、
同
時
に
火
山
か
ら
の
恵
み
や
脅
威
に
つ
い
て
も
考
え
た
。

火
山
が
ど
う
し
て
噴
火
す
る
の
か
、
ま
た
3
月
24
日
に
発
生
し
た
「
芸
予
地
震
」
に
つ
い
て
も
学
習
し
た
。

火
砕
流
や
火
山
灰
が
ど
こ
ま
で
達
し
た
か
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
火
山
に
対
す
る
脅
威
を
感
じ
、
火
山
と
の
共

存
に
つ
い
て
考
え
た
。

火
山
の
地
形
や
地
層
、
活
動
の
様
子
、
火
山
噴
出
物
な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
把
握
し
、

同
時
に
地
域
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
主
な
目
標
と
し
た
。

火
山
活
動
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
遠
隔
授
業
を
と
お
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

火
山
活
動
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
遠
隔
授
業
を
と
お
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

「
土
地
の
つ
く
り
」
の
単
元
の
発
展
学
習
と
し
て
実
施
し
た
。
自
然
や
郷
土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。

火
山
の
単
元
の
発
展
学
習
と
し
て
実
施
。
火
山
の
概
要
を
と
ら
え
た
。
さ
ら
に
噴
火
の
仕
組
み
を
考
え
、
火
山
ガ

ス
の
役
割
を
連
想
さ
せ
た
。

火
山
か
ら
の
噴
出
物
を
観
察
し
、
火
山
の
形
と
の
関
連
を
考
え
た
。

火
山
の
単
元
の
発
展
学
習
と
し
て
実
施
。
火
山
の
概
要
を
と
ら
え
た
。
さ
ら
に
噴
火
の
仕
組
み
を
考
え
、
火
山
ガ

ス
の
役
割
を
連
想
さ
せ
た
。

火
山
か
ら
の
噴
出
物
を
観
察
し
、
火
山
の
形
と
の
関
連
を
考
え
た
。

全
員
が
火
山
全
般
に
つ
い
て
調
べ
学
習
を
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
質
問
に
答
え
た
。

阿
蘇
火
山
に
つ
い
て
の
概
要
を
紹
介
し
、
火
山
に
つ
い
て
の
調
べ
学
習
に
対
し
て
の
質
問
に
答
え
た
。

「
大
地
の
変
動
」
の
単
元
の
中
の
火
山
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
授
業
を
行
っ
た
。
屋
久
島
の
形
成
や
周
辺
の
火

山
島
な
ど
に
つ
い
て
も
話
を
し
た
。

火
山
の
恵
み
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
阿
蘇
の
場
合
の
特
別
な
恵
み
で
も
あ
る
黄
土
の
形
成
と
利
用
に
つ
い

て
考
え
た
。

「
大
地
の
変
動
」
の
単
元
の
中
の
火
山
に
関
す
る
部
分
の
発
展
学
習
と
位
置
づ
け
て
授
業
を
行
っ
た
。
火
山
の
地

形
や
噴
出
物
に
つ
い
て
話
を
進
め
た
。

県
熊
本
県

熊
本
県

福
岡
県

熊
本
県

沖
縄
県

鹿
児
島
県

福
井
県

福
岡
県

埼
玉
県

埼
玉
県

福
井
県

山
口
県

福
岡
県

熊
本
県

福
岡
県

福
岡
県

熊
本
県

愛
知
県

愛
知
県

愛
知
県

愛
知
県

福
岡
県

福
岡
県

鹿
児
島
県

熊
本
県

岐
阜
県

学
　
校
　
名

益
城
中
央
小
学
校

天
明
中
学
校

三
筑
中
学
校

益
城
中
央
小
学
校

安
波
中
学
校

古
仁
屋
小
学
校

明
倫
中
学
校

長
丘
中
学
校

伊
草
小
学
校

伊
草
小
学
校

西
津
小
学
校

和
田
小
学
校

学
業
院
中
学
校

出
水
中
学
校

青
陵
中
学
校

青
陵
中
学
校

久
木
野
小
学
校

津
具
中
学
校

津
具
中
学
校

津
具
中
学
校

津
具
中
学
校

御
領
中
学
校

三
瀦
中
学
校

岳
南
中
学
校

天
明
中
学
校

高
山
中
学
校

学
年 6 1 1 6 全 6 1 1 6 6 5.
6
5.
6 1 3 3 3 6 3 3 1 1 1 1 1 1 1

実
施
日

H
12
．
12
．
12

H
13
．
2 
．
2

H
13
．
2 
．
15

H
13
．
2 
．
20

H
13
．
2 
．
28

H
13
．
3 
．
13

H
13
．
3 
．
16

H
13
．
5 
．
21

H
13
．
5 
．
23

H
13
．
5 
．
24

H
13
．
5 
．
31

H
13
．
6 
．
14

H
13
．
10
．
10

H
13
．
10
．
26

H
13
．
11
．
16

H
13
．
11
．
22

H
13
．
11
．
30

H
13
．
12
．
13

H
13
．
12
．
14

H
14
．
2 
．
10

H
14
．
1 
．
11

H
14
．
1 
．
17

H
14
．
1 
．
28

H
14
．
2 
．
7

H
14
．
2 
．
12

H
14
．
3 
．
10



今回このネットワーク授業の実施を通して強く感
じたのは、博物館側として素材を提供する上で独り
よがりではいけないと言うことである。各学校の教
師がそれぞれの立場で、クラスの状況や授業の流れ
の中で博物館の助けをどのような形で求めているの
かを理解する必要がある。逆に、学校側としてもす
べて博物館に任せておけばいいと言うものではなく、
授業の位置づけを博物館側に明確に伝えることも必
要である。つまり、ネットワーク授業を行う上での
コーディネーターは学校の教師で、その役割は非常
に重要である。博物館としても、このようなネット
ワーク授業をただの“イベント”に終わらせるので
なく、カリキュラムの一部として活用してもらうこ
とが将来にわたって博物館と学校をよりよい関係に
育てていくための基本であろう。

4 ．ディスカバリーボックスの開発

ネットワーク授業を実施していく際に博物館側と
してひとつの懸念材料となったのは“博物館の大き
な特徴の一つである「もの」を実際に見せることが
できない”ということである。実物をテレビ電話を
通した画像として教室で見せることはできてもそれ
はやはり子供たちにとっては「二次資料」でしかな
い。博物館の持つ能力を最大限発揮するためには学
芸員の力だけでは十分でなく、実物資料のもつ潜在
的な“情報力”が大きな役割を果たすことは間違い
のないことである。さらには学校には教えることの
プロである教師が存在しているわけで、これらのこ
とがうまくかみ合ったときにはじめて博物館が学校
教育に有効に活かされるであろうと感じていた。
このような中、委嘱事業の 2年目にあたる平成13年
度においてはネットワーク授業で使用することを想
定した「ディスカバリーボックス」の作成を行った。
ディスカバリーボックスは文字どおり「発見箱」

であり、博物館として伝えたいメッセージに関する
実物資料などを入れ込み、持ち運びを可能にしたも
のである。その「箱」を子供たちが授業の中で活用
することによって様々な興味を引き出し、さらに新
たな発見があることを目指した。
また、協議会委員の学校の先生方から子供たちが使

う場面をいろいろと想定していただき、それに沿った
作り方をした。以下は今回の作成にあたって考慮した
点である。
《箱の構造》
・子どもが持って運ぶことから、箱の大きさ、重さ
は基本的には一人でも持ち運べる程度、せいぜい
二人で運べる程度のものとした。

・箱の周囲と角は丸みをつけて怪我の危険性を少な
くした。

・取っ手は、持ち運びやすく、指を挟まないような
構造を考えた。

・箱を積み重ねても動かないように、蓋に彫り込み
を入れた。

・材質は柔らかみのある木製とし、特に着色はしな
かった。

・蓋の裏にも解説を付けた。また子供たちの使いや
すさを考慮して、蓋は開けたときに取り外せるよ
うにした。

・学校へ貸し出すことを前提にしているため、搬送
専用ケースも作成した。

《内部構成》
・観察資料とは別に解説パネルを教師用と生徒用に
二種類つくり、また資料を戻すときにわかりやす
いように資料リストも作成した。

・基本的に中に入れ込む資料は子供たちに実際に手
に取ってみてもらうことを考慮して、破損しても
大丈夫なもの、つまり補修や補充のきくものとし
た。

・実験や観察をする際に使用する機器・道具類で、
学校で準備できるようなものはなるべく省いた。

このような経緯によって、阿蘇火山博物館では表
― 2のようなディスカバリーボックスが完成した。
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写真3 モニターテレビ中の教室の様子

写真4 ディスカバリーボックス外観

写真 5 阿蘇火山博物館で作成したディスカバリーボックス
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表
―
2
阿
蘇
火
山
博
物
館
で
作
成
し
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

タ
　
イ
　
ト
　
ル

「
阿
蘇
の
火
山
噴
出
物
」

阿
蘇
黄
土
と
ベ
ン
ガ
ラ
の

利
用 ～
考
古
学
へ
の
展
開
～

岩
石
鉱
物
標
本
セ
ッ
ト

～
美
し
い
光
の
世
界
～

火
山
と
の
共
存

～
恵
み
と
脅
威
～

ね
　
　
　
ら
　
　
　
い

阿
蘇
火
山
に
お
い
て
は
、
そ
の
活
動
の
過
程
に
お
い
て
流
紋
岩
か
ら
玄

武
岩
ま
で
幅
広
い
岩
質
の
溶
岩
が
噴
出
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
伴
っ

て
様
々
な
組
成
の
火
山
灰
も
噴
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
噴
出
物
を

実
際
に
子
供
た
ち
に
見
せ
る
と
同
時
に
、
火
山
活
動
に
お
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
火
山
の
持
つ
マ
グ
マ
の
性
質
を
は
じ
め
、
噴
出
の
仕
方
に
よ
っ

て
様
々
な
噴
出
物
と
な
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
火
山
に
対

す
る
理
解
を
深
め
た
い
。

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
が
湖
だ
っ
た
時
代
に
形
成
さ
れ
た
「
阿
蘇
黄
土
」
の
形

成
過
程
、
古
代
か
ら
現
在
ま
で
の
ユ
ニ
－
ク
な
利
用
の
さ
れ
方
、
ベ
ン

ガ
ラ
の
作
成
や
そ
の
使
い
方
な
ど
を
と
お
し
て
火
山
の
成
り
立
ち
や
火

山
か
ら
の
恵
み
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

地
層
を
形
成
す
る
岩
石
に
も
様
々
な
出
来
方
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

中
に
含
ま
れ
る
鉱
物
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
さ
ら
に

は
、
岩
石
や
鉱
物
を
薄
片
に
し
て
特
殊
な
板
（
偏
光
板
）
を
使
っ
て
み

る
と
、
美
し
い
光
の
世
界
が
広
が
る
こ
と
を
発
見
す
る
。

地
震
と
火
山
の
国
日
本
に
お
い
て
火
山
活
動
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

は
大
切
な
事
柄
で
あ
る
。
火
山
の
活
動
を
迷
惑
な
こ
と
だ
と
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
火
山
と
し
て
の
当
然
の
営
み
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

一
方
で
美
し
い
景
観
や
温
泉
、
地
熱
発
電
な
ど
の
火
山
か
ら
の
恵
み
と

い
う
の
は
火
山
活
動
の
一
つ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
火
山
の
恵
み
と
脅
威
と
は
裏
腹
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

収
　
容
　
資
　
料

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
地
形
模
型
、
阿
蘇

火
山
の
噴
出
物
（
流
紋
岩
、
デ
イ
サ

イ
ト
、
安
山
岩
、
玄
武
岩
、
火
砕
流

堆
積
物
、
火
山
灰
、
軽
石
、
ス
コ
リ

ア
、
イ
オ
ウ
、
黒
曜
石
な
ど
16
種
）、

阿
蘇
火
山
の
で
き
か
た
を
示
す
紙
パ

ネ
ル

ベ
ン
ガ
ラ
製
作
の
た
め
の
器
材
（
フ

ラ
イ
パ
ン
、
ア
ル
コ
－
ル
ラ
ン
プ
、

三
脚
、
黄
土
、
持
ち
帰
り
の
た
め
の

ビ
ニ
－
ル
袋
）、
黄
土
の
利
用
（
脱
硫

剤
ペ
レ
ッ
ト
、
ベ
ン
ガ
ラ
、
家
畜
飼

料
）、
黄
土
形
成
過
程
の
解
説
パ
ネ
ル

歴
史
・
考
古
学
か
ら
み
た
ベ
ン
ガ
ラ

の
利
用
、
葦
や
木
の
葉
の
化
石

偏
光
板
2
セ
ッ
ト

岩
石
・
鉱
物
の
薄
片
（
各
10
種
類
）

岩
石
・
鉱
物
標
本
セ
ッ
ト
（
火
成
岩
、

堆
積
岩
、
変
成
岩
）、
岩
石
の
出
来
方

を
示
す
解
説
パ
ネ
ル

火
山
活
動
の
ビ
デ
オ
、
観
光
地
の
写

真
パ
ネ
ル
、
温
泉
、
地
熱
発
電
、
石

材
利
用
、
SP
G
、
領
土
拡
大
な
ど
の

例
、
石
材
と
し
て
使
わ
れ
る
岩
石
サ

ン
プ
ル
、
日
本
各
地
の
火
山
の
ハ

ザ
－
ド
マ
ッ
プ
数
種
類
、
火
山
災
害

の
写
真
パ
ネ
ル

使
　
用
　
方
　
法

阿
蘇
火
山
の
形
成
や
地
形
の
特
徴
に
つ
い
て
模
型
や

パ
ネ
ル
で
学
習
す
る
。
火
山
の
噴
出
物
は
実
際
に
手

に
と
っ
て
観
察
し
、
色
や
形
、
触
感
な
ど
に
つ
い
て

し
ら
べ
、
ま
た
実
体
鏡
な
ど
を
使
用
し
て
組
織
を
観

察
す
る
。

阿
蘇
火
山
に
特
徴
的
な
「
恵
み
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る

“
黄
土
”
を
実
際
に
手
に
と
っ
て
観
察
す
る
。
ま
た
、

実
際
に
焼
い
て
赤
く
変
色
す
る
こ
と
を
実
験
に
よ
っ

て
確
か
め
、
昔
か
ら
様
々
な
こ
と
に
利
用
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
認
識
す
る
。
歴
史
的
な
見
地
か
ら
も
重
要

な
素
材
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

工
夫
し
た
。

岩
石
を
実
体
鏡
で
観
察
し
、
さ
ら
に
偏
光
板
を
使
っ

て
岩
石
や
鉱
物
の
薄
片
を
み
る
と
美
し
い
光
の
世
界

が
広
が
る
こ
と
を
知
る
。
同
時
に
こ
れ
が
鉱
物
の
結

晶
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

様
々
な
パ
ネ
ル
や
素
材
に
よ
っ
て
火
山
か
ら
の
恵
み

と
災
害
な
ど
に
つ
い
て
分
類
し
、
火
山
に
は
両
面
性

が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
地
域
に
よ
っ
て
火
山
に
対
す

る
取
り
組
み
が
違
っ
て
く
る
が
、
そ
の
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
取
り
上
げ
る
よ
う
に

心
が
け
た
い
。
同
時
に
今
後
の
火
山
と
の
つ
き
あ
い

方
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。



5 ．ディスカバリーボックスを使った
ネットワーク授業の組み立て

それではここで今回作成したディスカバリーボッ
クスの活用事例をひとつ紹介する。これは阿蘇火山
博物館のつくったディスカバリーボックス「阿蘇の
火山噴出物」（表― 2参照）を用い、同館と愛知県津
具村の津具中学校 3年生（17名）～担当：伊藤裕幸
教諭～とのネットワーク授業の中での活用例である。
まず伊藤教諭によって第 3 学年理科「大地の変化」
の単元の構想が作られ、それをもとにメールやテレ
ビ電話によって話し合いを行いながら次のような授
業案を作成した。

伊藤教諭とは数回のテレビ電話での打ち合わせと
メールでのやりとりを行っていくうちに授業を行う
手順やディスカバリーボックスの資料内容だけでな
く、お互いの周辺環境、気候、生徒たちの様子、博
物館の様子などまである程度の理解が進んだ。この
“情報の共有”はネットワーク授業を行う上で非常に
大切なことである。
授業では、生徒たちが実物資料を手にとって確か

めながら学習をすすめることができ、これまで以上
の成果をあげることができたと感じている。

6 ．おわりに

私たちは平成12～13年度にわたってネットワーク

授業を行っていく中でディスカバリーボックスの作
成を進めてきた。その実践と試行錯誤が同時並行で
進んでいく過程において、ディスカバリーボックス
のなかに組み込まれた一次資料、ネットワークを通
して提供される二次資料、そしてこれらをコーディ
ネートする教師と学芸員、それらの真ん中に子供た
ちがいるという構図が見えてきた。今後のネットワ
ーク授業を行っていく上で、ディスカバリーボック
スの作成は大きな意味を持っていたといえそうであ
る。
今後博物館として、子供たちが有効に活用できる

学習素材の開発を進めるとともに学校教育へもより
一層寄与していきたいものだと思う。
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具体的な学習の流れ（使用教材等）

【12月13日（金）第 3時限】
10：35［津具中学校の紹介］3 分　生徒 2 名による
・津具中学校の位置、地域の様子、学校の様子を知らせる（プレゼンテーション利用）

10：38［博物館と講師の紹介、地図上でのお互いの位置確認］2 分
・博物館の外観、展示室のビデオ

10：40［火山の分布と一般的な噴火の様子］8 分
・世界の火山分布、日本の火山分布、火山の数など
・溶岩流出、火山灰噴出、火砕流などの映像（または写真）

10：48［噴火の様子を見て気づいたこと］5 分
・噴火の様子から気づいたことを発表する

10：53［火山がどのようにして噴火するのか］10分（コーラの実験）
・溶岩や噴出物がどうして地表にでてくるのか考えさせる
・火山の噴火の仕組みについて、コーラの実験を行う

11：03［火山の噴火と噴出物］10分
・火山の噴火によってどのようなものが噴出するのか。地層の重なりの写真を見てどの様なものでで
きているかを考えさせる。（ディスカバリーBOX利用）
・火山弾、火山灰（黒色、白色）、軽石、スコリア、溶岩、火砕流、火山ガスなども

11：13［火山の噴火のしくみについてのまとめ］5 分
・噴火についての、さまざまな現象を紹介する（パネル等利用）
・地下にあるマグマの存在に気づく

11：18［終わりのあいさつ］2 分　　次の時間の簡単な予告

写真6 ディスカバリーボックスを使った授業の様子



『「対話と連携」の博物館』に思うこと

平成13年11月15・16日に、千葉市教育会館にて開
催された日本博物館協会（以下、日博協）主催の第
49回全国博物館大会における最後の決議は、例年と
若干異なるものであった。
これまではというと、行政に対する要請が中心であ
ったが、今回は日博協主導で作成された『「対話と連
携」の博物館』が行動基準として採択されたのであり、
協会（ひいては日本の博物館界）自身に対する姿勢を
示したことに、本年度の決議の大きな特徴がある。そ
の良し悪しは各々評価していく必要があるだろうが、
それぞれに一読の必要が出てきたと考えて良い。
大会 1日目に行われた元ソニーミュージックエン
タテインメント会長の松尾修吾氏による記念講演「ソ
フトビジネスからみた博物館のこれから」でも、民
間の立場での講演であった中で、この『「対話と連
携」の博物館』を“べた褒め”していたのは、特に
記しておく必要があるかもしれない。若干のお世辞
が混じったにしても、あまりの褒め具合に博物館と
はやや異なる立場から見ても、充分評価されること
が理解されたものである。
ところで、平成14年 3 月10日に開催されたJMMA
の第7回大会 2日目のシンポジウム「地域と歩むミュ
ージアム」において、パネラーの中川志郎JMMA理
事が、日博協会長の立場もあってか、『「対話と連携」
の博物館』について触れた。その際、司会の高安礼
士氏の、『「対話と連携」の博物館』を読んだことがあ
るかないかを問う会場への直接アンケートでは、半々
という結果になった。それから見ても、『「対話と連
携」の博物館』が思ったより全国に敷衍していない
のではないかという不安が起こり、まだこれからの
全国展開の必要性を感じたものである。
では、この『「対話と連携」の博物館』をどう見る
べきだろうか。既に読んだ人それぞれで、様々な解
釈のもと読み込んでいることだろう。私が最初に考
えたのは、次のようなたわいもないことである。
もしも、この『「対話と連携」の博物館』の諸「条
件」がみごとに達成されるならば、日本の博物館の
未来は明るいと言えるだろう。しかし逆にこれが作
られるということは、達成されていない数多くの「条
件」があることを示しているのであると言わざるを
得ない。その意味では日本の博物館の未来は暗いと

いうことになるのだろうか。とは言え、敢えて悪く
言う必要もないので、明るい未来のための努力すべ
き方針を定めたことを肯定的に捉えるべきだろう。
私自身は、お世辞抜きに「対話と連携」というフ

レーズが非常に気に入っている。意識的に「対話と
連携」を使うことがあるほどで、非常に好ましく思
っているのである。そしてまたか、と思うような横
文字言葉が入らなくてホッとしているのも正直な気
持ちである（またか、というのが何の言葉を言おう
としているのかは想像におまかせするが、その私自
身、バリアフリーという横文字言葉を至極当然に使
っているので、決して全て悪という気ももちろんな
いことを明記しておく）。
敢えて言うと、現在流布している『「対話と連携」

の博物館』はA 4 判27頁の「（要旨）」である。しか
し、その前に出された本編（JMMA会報21号で紹介
されている。体裁はB 5 判86頁）とは、かなりの修
正が加えられた結果、似てはいながら別物の感があ
る。両方読みこなせば良しということではないよう
だ。そのあたりの扱いがしやすいように何らかの工
夫がされていれば、良かったような気がする。
さらに「条件」として、いろいろな理想が盛り込

まれているが、それを現実化するためにどうすれば
いいのか、つまり、既に実践事例が全国に多々ある
「条件」もあるはずなので、それらが何らかの形で参
考にできるとありがたい。やはり実践事例の紹介が
欲しいと思うのである。事例研究が実践のための近
道であることは、間違いなかろう。
そしてさらに、館単独での努力によりなし得ると

思われる「条件」と、博物館レベルでは到底なし得
ない、つまり、大きな組織レベルでの働きかけが必
要な「条件」があると思う。
例を挙げるとすれば、前者では「広報・情報活動」
の項目について（「（要旨）」17～18頁）が館の努力に
より達成できるものであり、後者では「人材・専門職
員の養成」の項目に「教員免許の取得条件に博物館学
習得を加えることが望まれる。」とあり（同19頁）、こ
れは組織的な働きかけが不可欠である。このような条
件整備のために取り組むべき体制のすみ分けがなされ
ると、実際にさらに動きやすくなると感じる。
最後の「Ⅲ．新しい博物館への挑戦と戦略」にお

いて「対話と連携」推進委員会の設置が盛り込まれ
ており（同24頁）、その推進委員会がこれらのことに
ついてその責を担っていくと思うところである。是
非とも要望に応えていただけるよう、期待したい。
日博協がこの『「対話と連携」の博物館』に期する
ものの大きさを、ことあるごとに感じるのは事実で
ある。やはり、まずは全国に着実に広がるべきなの
だろう。日本ミュージアム・マネージメント学会も、
既に平成13年 8 月 4 日に理論構築研究部会でこの
『「対話と連携」の博物館』をとり上げているが、さ
らに個別の議論としてアクションを起こしていくの
も必要のような気がする。
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『「対話と連携」の博物館』、そして
「より幅広い人々の支援が得られる
博物館を目指して」というテーマ
に思うこと

新潟県立歴史博物館

山本　哲也



「博物館はいかに社会公共の利益に寄与できる
か」が意味するものとは

さて話は上記の全国博物館大会に戻るが、そのテ
ーマを「博物館はいかに社会公共の利益に寄与でき
るか」と題して開催された。本稿標題の「より幅広
い人々の支援が得られる博物館を目指して」はその
副題として付されたものである。ここに出た本題の
「社会公共の利益」とは果たして何を示すのだろう
か。
大会の内容全体を拝聴する限りでは、経済的効果

を計るものと感じられた。博物館の周辺地域がどの
ように潤っていくのかといった印象である。もちろ
ん、それも社会公共の利益であることに間違いはな
い。とは言っても、全く疑問に思わずに聞き届けら
れた訳ではなかった。
副題に「支援」が付されているのであるが、これ

は博物館が支援を得る意味でのものだが、そのため
に博物館が行うべき「学習支援」と「社会公共の利
益」が、等しく結びつけられるのか考えたのである。
学習支援の視点導入により考えるべきことが変わっ
てくる可能性もあると感じた。
費用対効果の問題は、今後切実な現実が待ち構え

ていると思われるので、致し方ないとも考えるが、
思うところを述べてみたい。
大会では、伊能忠敬記念館について、西野館長が

今現在年間 5～ 6万人の入館者であるが、伝統的建
造物群保存地区を含む周辺地域に経済効果をもたら
すためには、年間18万人、つまり 1 年で約300日開
館するので、1日に平均600人の入館者を確保したい
旨の発言をされた。それも何らかの根拠により算出
された数字だろうから、それなりに受け止める必要
はある。しかし、1日に600人の入館者の計り方とい
うのも多々あるだろう。
私の勤務する新潟県立歴史博物館は多い時には 1

日1,000人を越す入館者がある。そんな時は、館内は
それなりににぎやかな状態が続く。個人差はあるか
もしれないが、私には 1日1,000人を超えれば、結構
入っているような感覚が生まれる。これは、2,730m2

ほどの常設展示室を持つ我が博物館での状況である。
それに比べて伊能忠敬記念館はどうだろうか。2つ
の展示室を合わせても456m2であり（「伊能忠敬記念
館概要」より）、そこに600人ということだから、相
当な数とみるべきかもしれない。さらに600人は平
均値と仮定しているのであるから、それを相当上回
る入館者を得る日が間違いなくあることを想定すべ
きでもある。敢えてさらに言うと、均等に分散して
来るということはないということも念頭に入れなけ
ればならない。
そこで、そういった入館者の数字がどのような状

況を生み出すか、何らかの方法で簡単に計ることが
出来ないか考えてみた。まず思いつくのは、次のよ
うな計算式である。

・展示室面積÷入館者数＝ 1人の占有面積
しかし、館により 1日の開館時間は 7時間であっ

たり6.5時間であったりする。その格差を考慮して、
・展示室面積÷開館時間（閉館時刻―開館時刻）

÷入館者数＝ 1人の 1時間占有面積
と次に考えた。
またさらに、見学に要する時間により考え方は変

わってくる。展示室全体を見学するのに30分要する
館と 2時間要する館では、もちろん異なる。つまり、
2 時間に 4 人の見学者を想定した場合、前者には 1
人ずつ交代の状況想定が可能であるが、後者の場合、
同一時間帯に 4人が滞留することを考える必要があ
る。その補正が必要となるだろう。そこで、
・展示室面積÷開館時間÷入館者数÷見学所要時間

＝ 1人の 1時間占有面積（補正後）
として考えた。
見学所要時間についても、計り方はさまざまだろ

うが、『全国博物館総覧』（日博協編）に各館の所要
時間が記されているので、それを参考とするのが客
観的になると考えておきたい。伊能忠敬記念館で30
分、新潟県立歴史博物館で40分（誰の判断で記され
たか不明だが、私の独断では40分は短かすぎると思
っている。最低60分欲しい）である。
補正の仕方はさらに具体的検討が必要だろうが、

あくまでも簡単な計算式を求めてのことであり、こ
のあたりで実際に数例計算してみたい。
以上により考えた計算式に当館と伊能忠敬記念館

の例について、上記のような 1 日600人として計算
すると次のようになる。
〔新潟県立歴史博物館〕
2,734m2÷7.5h÷600人÷0.67h＝1.1028m2／人

〔伊能忠敬記念館〕
456m2÷7.5h÷600人÷0.5h＝0.2027m2／人
この数字から見ても、その余裕の差が見られるこ

とは確かであるし、新潟県立歴史博物館が仮に倍の
入館者数であっても然りであることを示す。
参考までに、新潟県立歴史博物館の入館者最高記

録である2000年 8 月15日の3,525人に当てはめると、
0.1543 m2である。この日はさすがにとても満足に見
学できる状態ではなかったということであるが（当
時私はまだ勤務していなかったので聞き書き）、伊能
忠敬記念館の上記計算値と極端に異なった数値では
ないと言えないだろうか。伊能忠敬記念館の0.2027
m2の数字になるのは新潟県立歴史博物館の場合、
2,684人となる。この数字は私が勤務して以来では達
成していないが、もしそれだけの入館者があるとし
たら、やはり相当な混乱が生じるのではないかと予
想される。つまり、伊能忠敬記念館の600人という
数字は、とてもではないが多すぎるのではないかと
思う。それはその地域にとって経済的な利益を生み
出すが、博物館利用者にとって理想的な学習効果と
しての利益は得られないのではないかと考えてしま
うのである。
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もう一つ参考になるかもしれない数字がある。
滋賀県立琵琶湖博物館が開館後 5年を経て様々な
意味での評価を行い、『施策としての博物館の実践的
評価　琵琶湖博物館の経済的・文化的・社会的効果
の研究』（2001年、雄山閣刊）にまとめられたのは
既に周知のことと思う。その中で、布谷知夫氏が琵
琶湖博で対話が生まれる理想的な入館者数を感覚的
に 1日2,000人ではないかと述べられている。
この2,000人を先の計算式で確認すると（展示室面
積6,106 m2、開館時間7.5時間、見学所要時間は『全
国博物館総覧』では90分）、
6,106m2÷7.5h÷2,000人÷1.5h＝0.2714m2／人

である。
この0.2714 m2を新潟県立歴史博物館と伊能忠敬記

念館に換算すると前者は2,004人、後者は448人とな
る。
新潟県立歴史博物館の場合、2,000人は少々多すぎ
るきらいがあると感じざるを得ない。入館者が多い
のはある意味うれしい反面、申し訳なさもつきまと
う。それは、人が多すぎて満足な見学に至らないの
ではないかという不安によるものである。因みに、
上述したように新潟県立歴史博物館の見学に 1時間
は必要だと判断した場合、琵琶湖博の数字になるに
は1,343人となる。これは琵琶湖博同様理想的な数字
かもしれないと考えることができる。漠然とはして
いるが、上記の計算式により0.3 m2前後になるのが、
経済的効果への寄与と学習支援の効果の双方を達成
できる数字となる可能性を考えるものである。ただ
し、見学所要時間は検討の余地があるだろう。
今回考えた計算式は、簡単に比較できないかとい
う発想によるものであり、展示室面積は什器類の部
分面積も含むはずだし、どの数値も決して全て同等
に当てはめられるとは思えないが、参考程度であれ
ばそれ相応に見なし得るのではないかと考える。
いずれにしても、見学者が満足な見学をすること
ができ、博物館として有益な学習支援ができるであ
ろう見学者数が想定できると考える。そのようなこ
とも念頭に入れなければ、社会公共の利益に寄与す
るというのは、極めて側面的な位置付けしか出来な
くなる恐れがあることに注意したいと思う。

「より幅広い人々の支援が得られる博物館を
目指して」に思うこと

本稿標題にも挙げた上記章題は、前述した通り博
物館大会の副題になったものである。参考までに、
平成14年 1 月24・25日に、日博協の博物館指導者研
究協議会（歴史部門）が新潟県立歴史博物館で開催
され、その最後のパネル・ディスカッションのタイ
トルに、上記大会の副題がほぼそのまま採用された
のである。
博物館が人々から支援を得るというのはいろいろ

な意味があるだろうが、一つには利用者が満足を得
ることにより獲得できるものだと考えるべきだろう。
即ち当学会名にあるミュージアム・マネージメント
が重視されることは今さら言うまでもない。
新潟県立歴史博物館は公立博物館なので（教育委

員会ではなく首長部局であるため、博物館法に規定
される公立ではないが）、制約が多いと言わざるを得
ない中で、その制約に逆らうような今後のマネージ
メントの方向性を考えてしまうことがある。
特にCS戦略にはじまる企業のマネージメントなど
に、見るべき点は多い。
鈴木豊氏によると顧客満足の三原則が、以前は①

商品、②サービス、③店舗（企業）イメージであっ
たものが、新三原則として①ホスピタリティ、②エ
ンターテインメント、③プリバリッジとなっている
という（『「顧客満足」の基本がわかる本』PHP文庫、
2001年）。全くその通りだと思いながら、一方でい
ろいろな苦情や要望に対してついつい弁解してしま
ったり、本気で要望に応えていない自分に気付き、
嫌気がさすことがある。「顧客から「できますか」と
聞かれたら、とにかく「大丈夫です」と答えるよう
にすべきです」という教訓も書かれており、とにか
く前向きな姿勢の必要性を感じるのである。
ミュージアム・マネージメントという言葉が一般

化した今、改めて企業マネージメントの現状理解を
していく必要があるだろう。3月14日の朝日新聞に
は、ライバル店まで紹介するデパートなどの徹底し
たCSの試みが紹介されていた。博物館が企業に倣っ
てそれらと同じことをせよというのではなく、その
ような考え方・姿勢を博物館でどう活かすことがで
きるかを考える有効な世間理解として、改めて認識
していきたいと思うのである。
（本稿校正中に、日博協より『全国博物館総覧』の
加除訂正依頼が当館にあった。観覧所要時間を60分
に訂正する予定であることを付記しておく）
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急速な社会の変化に伴い、生涯学習機関としての
博物館に求められる役割も多様化している。その一
つに、学校教育における新指導要領の柱となる総合
的な学習の時間（以下総合学習とする）への対応が
ある。総合学習は現在、移行措置として既に学校に
おいて取り組みが模索されているが、博物館もまた
徐々にこれへの対応を進めている状況にある。
この現状に対して、平成14年 3 月 5 日付け朝日新

聞に「総合学習で子供たち殺到、博物館困った」と
いう記事が掲載された。ここでは博物館の職員から、
学校と博物館との「知識」「学習」観の違いによっ
て、学校との連携が難しいこと、もしくは学校の要
望に応じ過ぎれば、博物館の魅力を失うということ
が指摘されている。新聞記者が話し手の話したこと
を書くのではなく、自分の書きたいことを語られた
ことを基にして書く癖があることを考えると、多分
実際に語られた本旨は、記事にあるニュアンスとは
異なるかもしれない。また、連携は困難とは言って
も、やらなくては良いとは書かれていない。しかし、
新聞の記事からは学校のアプローチに困惑している
博物館の様が見て取れる。ここには、「総合学習への
対応」以上に「学校と博物館の連携のあり方」に本
質的問題がある。そこで、現在筆者が行なっている
総合学習への対応を考慮した事業にかかり、博物館
と学校の連携について私見を述べたい。
さて、現在博物館を取り巻く経済的な状況は厳し

く、学校教育への対応を充実させるための機器や資
料を新たに購入することは難しい。また、仮に一つ
の館が事業に対応するために教具や機器を購入して
推進しても、他館はこれを借用することが困難であ
ったり、手続き上煩雑であることが容易に推測でき
る。そこで、数館が協力して、必要な機材、資料を
購入してプログラムを作成し、貸し出しを前提とし
たキットを製作することにより、学校を始めとした
様々な対象への講座、実験教室やそれらを利用した
アウトリーチ活動の充実を図ることができると考え
られる。
この、博物館どうしが連携をして関連したテーマ

で教具、機器、資料を持ち合い、融通する手法は新
しい時代に博物館が対応し、生き残る一つの戦略と
考え、現在千葉県立中央博物館で筆者を中心に、生
物および生命に関連した貸し出し学習キット「バイ
オ・デリバリーキット」を、科学技術館、群馬県立

自然史博物館および近隣の学校4校（高校 3校、中学
1校）の先生達と連携して製作している。
この貸し出しキットは、はたして学校からの需要

があるのだろうか。また、総合学習に対応して、博
物館と学校の連携は如何にあるべきなのだろうか。
学校の基本的なニーズと博物館職員の意識を確認す
るために筆者は博物館職員と教員を対象にちょっと
したアンケートを行った（平成14年 1 月25日～ 2月
18日）。当初から、このアンケートはキットの制作に
関する活動を見直すために行ったものである。しか
し、先の平成14年 3 月 5 日付け朝日新聞記事の指摘
を読んで、統計的には全く不備なものであるが、敢
えてこのアンケート結果を示しながら私見を述べよ
う。
学校の先生へのアンケートは千葉県内および神奈

川県内の義務教育の先生が中心で31名であった。内
訳は小学校が10人（うち音楽専科 1 人）、中学校が
20人、高校物理 1人であった。そのうち中学の先生
の教科は、理科が 7人で、その他 7教科は数人ずつ
であった。
博物館の職員からの回答は国、公立11館（歴史系

3、自然史系 4、科学館 3、自然史・理工系 1）計24
名であった。職員の主な業務は、教育普及関係およ
び保存、研究、展示関係が全く同数であった。博物
館も学校も主に筆者の知り合いに回答をお願いして
集めたものである。
さて、博物館職員の総合学習への理解はどの程度

のものなのであろうか。総合学習について「知らな
い」14％、「聞いたことはある」38％、「人に説明で
きるくらい知っている」が58％と、自己申告ではあ
るが本アンケートの回答者の約半数程度が理解して
いると考えているようである。
次に、総合学習において指導上一番必要だと考え

ることは、博物館職員は「資料活用による課題解決
の指導方法」であり36％であった。ちなみに、教員
の回答は 9％と低かった。また、教員が一番必要だ
と考えることは「課題設定の指導方法」で31％であ
った。博物館職員はこの回答について16％であった。
これは、学芸員が、博物館で学習を進めるために

は博物館の資料を利用する学習形態をどうしても考
えるのに対して、教員の現場では博物館うんぬん以
前の問題として、子供達の興味、関心を持って取り
組める課題こそが子供達にとって大切だと考えてい
るのかもしれない。
また、博物館職員が望む総合学習の形態として最

も多く選ばれたのは「教員が主導で行う指導への助
言、指導」が52％であったが、先生の回答は 0％で
あった。これに対して教員が望む総合学習の形態と
して最も多く選ばれたのは「教員と学芸員が協力し
て分担しながら行う指導」であり49％であった。こ
れは、学芸員も36％と高かった。ちなみに、「博物館
の学芸員が主導で行う直接指導」を教員が39％望ん
でいるのに対して、博物館職員は 4％しかなかった。

JMMA 会報 No.24 Vol.7 no.1

―　　―14

学校と博物館の連携、私見
―博物館における総合的な学習の時間―

千葉県立中央博物館

牛島　　薫



これについては、どのような形態であっても、相互
の理解と協力のための事前取り組みが必要であるこ
とは言うまでもない。
総合学習の博物館と学校の連携については、「現状
で実現可能」がそれぞれ21％、20％。「業務環境、も
しくは指導計画に若干の改善があれば実現可能」が
それぞれ45％、64％であった。
博物館職員の望む連携の内容は、「学芸員による教
員への情報活用法の助言指導」が15％、「教員の総合
学習の授業作成に対する学芸員の助言、指導」が14％
と比較的高かった。これに対して、先生の回答はそ
れぞれ 5％、8 ％であった。また、学校から望む連
携の内容は「学芸員による学校での直接授業」が
13％、「学芸員による博物館での授業」が13％、「調
査研究の手法の生徒への直接指導」が13％と比較的
高かった。これに対して、博物館職員の回答はそれ
ぞれ 8％、12％、8 ％であった。このように、相互
に提供したいものと求めるものとが微妙にずれてい
る。ちなみに、本アンケート調査の主目的である「博
物館から学校への実物資料キットの貸与」に対する
学校の希望は10％であり、資料を貸与する以上に、
学校で学芸員が授業を行なう出前授業の形態が望ま
れていることが了解された。
さらに、学校と博物館の連携をやりたいか、とい
う質問については博物館では「やってみたい」が
62％、「どちらともいえない」が25％、「やってみた
くない」が13％であり、その理由は「他にやること
があって忙しい」というものが最も多かった。この
設問に先生は、「やってみたい」67％、「どちらとも
いえない」33％であり、「やってみたくない」はいな
かった。
このアンケートは、筆者の知り合いの博物館人に
頼んで記入してもらったものであり、「筆者が回答を
見る」ということに対するバイアスがかかっている
可能性が強い。本当に博物館は学校と連携をしたい
のだろうか。博物館関係者が72人登録（当時）する
メイリングリストにこのアンケートを同時期に送信
して回答をお願いした。このメイリングリストは博
物館における教育の情報交換を目的としたものであ
るにもかかわらず、回答は 4通であり、その反応は
非常に小さかった。多分、関心がないのではない。
なぜなら、新聞に記事が出た後、記事に関する論議
がメイリングリスト上で活発に行なわれているから
である。
さて、新聞記事には、学芸員側から学校と博物館
との「知識」「学習」観の違いによって、学校との連
携が難しいとある。研究員としての筆者も共感はで
きる。しかし、博物館における学校との連携にかか
る問題点は、このことが問題なのではなく、また博
物館が学校の要望に応じすぎて、魅力を失うことで
もない。なぜなら、学校と博物館との「知識」「学
習」観の違いは、本来、教育と研究との違いに根ざ
すものと、さらに教育の側面においても両者には

Formal EducationとInformal Educationの差がある
のは自明のことであるからである。これについては、
メイリングリスト上で記事に答えた学芸員は「学校
と博物館とが一緒にうまくやっていくためには、お
互いのちがいを充分に理解し、その上で双方の意図
が活かせる形で連携活動を行なうようにしないと、
うまくいかないのではないか、と言うのがわたしの
考えなのです。」という、貴重な意見を述べている。
尤もなことであると思う。
では、博物館と学校の連携の本質的問題点は何か。
それはその発想や手法の違いではなく、博物館の持
つ機能である調査、研究、保存、展示などの教育以
外の業務も重要であり、学芸員が忙しいのである。
とはいえ、博物館にとって学校は重要なターゲッ

トである。連携は、学校の先生と子供達が博物館の
使い方を覚えてくれるチャンスであり、将来に亘っ
て利用者となる子供達が博物館のファンになるチャ
ンスでもある。総合学習によって学校が歩み寄って
きたことは、博物館からも歩み寄って博物館利用を
公共に浸透させる大きなムーブメントのきっかけに
しなければならない。この学校の歩み寄りは、博物
館に学校の手法を望んでいるのではない。これまで
ほとんど博物館を意識してこなかった学校が始めて
博物館、もしくはその手法を取り入れようとしてい
るということを博物館人は認識しなければならない。
本質的な問題は、総合学習はきっかけであって博物
館が学校教育をどのように受け入れるか、というこ
となのである。学校の要望の荷重から、学芸員の研
究者としての論理によってそれを閉ざしてはならな
い。しかし、そのためには、博物館行政に二つのこ
とが望まれる。
博物館利用の知識としての博物館リテラシーの確

立および、それぞれの博物館に小さくても学校教育
に対応するセクションを作る必要性である。さらに、
博物館には、学芸員とともに教員が常駐することを
期待する。なぜなら、リテラシーの普及はもちろん
のこと、連携を前提として業務として率先して学校
が利用できるソフトを学芸員と開発する教員が博物
館にいれば、博物館側の手間を大幅に削減できるか
らである。また、その教員が学校現場に戻ってから
もそのノウハウが活きる。そして、博物館と学校の
掛け橋として地域の子供達の為に学芸員と協力して
ソフトを作り、学校の学習（知識とスキル）とは異
なる博物館の体験の中で重要な要素に対して、相互
が歩み寄る形態を作り上げることができるのではな
いだろうか。これこそ、「学校と博物館とが一緒にう
まくやっていくための、お互いのちがいを充分に理
解し、その上で双方の意図が活かせる形で連携活動」
に最低限必要なことではないだろうか。さらに連携
を誰の主導で進めるか、ということは現状、受け入
れ側である博物館がシステムを考えないといけない
ため、畢竟、学芸員が主導で学校を受け入れる準備
をすることになる。しかし、博物館の教育面以外の
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調査、研究、展示、保存機能も重要であるのと同じ
ように、先生も日常業務に忙しいのである。先生だ
って、自分から率先して博物館で授業をするより、
学芸員に授業をやってほしいのである。しかし、博
物館内に教師であり職員でもある先生がいて、主導
的に学芸員とソフト作成を行なえば、学芸員の負担
も軽減されるに違いない。これは、年度を区切った
研修でもよいだろう。
もしこれができなければ博物館は困惑しつつも、

学校との連携を学芸員自らが手間暇かけて相互理解
の上で行うことになるだろう。そして、その努力も
現状では必要なのだろう。
次に、総合学習を初めとした学校教育の中で、何

が大切なのだろうか。さらに私見を述べる。
総合学習のねらいは二つ示されている。
1）自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主
体的に判断し、よりよく問題を解決する資質
や能力を育てること。

2）学び方やものの考え方を身に付け、問題の解
決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態
度を育て、自己の生き方を考えることができ
るようにすること。

である。現場で実践をするためには、子供達が授業
の中で活発に活動するイメージを想定してカリキュ
ラムを構成すれば、どうしても興味、関心、おもし
ろさを全面に出して、問題解決の手段をスキルとし
て内容を構成しがちになるだろう。
しかし、筆者はこのねらいの中で最も重要なこと

は「自己の生き方を考える」ことであると考える。
さらに、考えただけではいけない。「志を立てる」こ
とである。総合学習の論議の中では小学校から高校
まで、それぞれの段階で、そのときどきの子供達の
志（モチベーションであって職業指導を指している
のではない）をいかに立てさせるか、という視点と
配慮、その手法が欠けているように思うのである。
学校も博物館も、子供の興味、関心を考慮して授業、
事業を組み立てることには、もちろん異義はない。
しかし学問、科学の世界でさえ、興味や関心、おも
しろさだけで研究が進められては困った問題が生じ
る。そこには、哲学と思想が必要である。
平成12年に出された教育課程審議会の「新指導要

録」に示す「総合学習の時間」に関する観点別評価
項目で、「所見」を主としながら、「課題設定の能力」
「課題解決の能力」「学び方・ものの考え方」「主体
的・創造的な学習態度」「自己の生き方を考える」と
5項目を主要なものとして提示している。この項目
は「自己の生き方を考える」（筆者は志を立てると考
えたいが）以外はある面、スキルである。志は、ス
キルではない。スキルを統合した到達点であるが、
常にその理想を掲げなければならないはずである。
先生達に望むことは、総合学習が「仏作って魂入れ
ず」にならないような配慮である。
さて、知識偏重から生きる力の育成へ足場を変え

た学校教育だけでは、子供達はその志は立てにくい。
もちろん、教員には率先してこれをことあるごとに
指摘し、さらに子供を認める場としてほしいのだが、
教員からいろいろな人物が様々な現場で子供達に志
について語ることを望んでほしい。また、博物館に
おいても総合学習に対応する時、知識やスキルを示
すだけでなく、求められずとも自分なりに学芸員の
人となりを伝え、子供達のモデルとして目指すもの
を見つける助けとなることを念頭において対応する
ことが非常に重要な要素ではないかと考えるのであ
る。彼等はたとえプロの研究者にはならなくとも、
別の職にありながら有能なアマチュア研究者を志す
ことができるだろう。そして、強烈な志は、不十分
なスキルなどものともせず、自分の方法を身につけ
てしまうだろう。そして彼等こそが、博物館の最も
大きな支持者となるに違いない。
（尚、アンケート全文については、紙面の都合上割
愛します。）
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特定非営利活動法人[企業ミュージアムの協会]で
は、「学校ミュージアム」の設立とその活動支援を大
きな柱の一つとして取り組んでいる。NPO法人であ
る本協会は、設立目的を「余暇がますます増え、心
の潤いを求める高齢化・少子化の世の中で、無料あ
るいは低料金で利用のできる企業などが開設してい
る博物館・記念館・科学館・子ども館・美術館など
のいわゆる『企業ミュージアム』などや公立博物館
に関する情報提供を通じて、子供の健全育成（総合
学習など）、社会教育の推進（生涯学習など）、文化
の振興（地域活性化など）を図る活動を行うこと」
に置いおり、地域社会における学校の再生が、地域
をはじめそこに暮らす子供たちの健全な育成や成長
に欠かせないといった観点から「学校ミュージアム」
づくりに取り組み始めた。
昨年（平成13年）の日本ミュージアム・マネージ
メント学会第 6回大会においての会員研究発表「学
校ミュージアムの提唱」（ 3月 4日）で、こうした取
り組みの実際や現状等について報告したが、ここに
改めて整理と追記を行い、「会報」に発表するもので
ある。
言うまでもなく、第 2次世界大戦後、我が国全体
が、経済的な成長や活動に軸足を置き過ぎ、家庭や
地域、そしてその中枢にある学校等についての問題
に関心を寄せなかった事が、今日の社会的な病理の
背景にある。「学校ミュージアム」の提唱では、地域
を形成する市民らに働きかけ、地域社会の理解と協
力のもとで、学校を支援し活用していくことで、学
校再興の切り口が見えてくるのではないか、と考え
た。
また、企業がミュージアムを創り、自社のアイデ
ンティティの確立を目指しながら社会に貢献してい
るのと同様に、学校も独自のアイデンティティの確
立と地域社会との共生のためミュージアム化への取
り組みが求められてもいいのではないか、と考えた。
寺方小学校は、平成13年10月20日に創立50周年を
迎えた。その創立50周年当日に「学校ミュージアム」
は開設された。このミュージアムは、100余名から
なる創立50周年記念行事実行委員会（実行委員会会
長　高橋義信・企業ミュージアムの協会代表幹事）

の委員が基本コンセプトの策定から始め、その後 2
年余にわたって、手作りで完成させた汗の結晶であ
る。
“寺小ミュージアム”のコンセプトは「地域と学
校・子供たち」である。「イキイキルーム」・「資料
室」はそのコンセプトから発展した仕掛けが数々工
夫されていて感心させられる。子供たちが楽しく学
び・遊ぶことにより、自分達が生まれ育った地域の
歴史・文化を知る事ができる仕掛けである。
それは、クイズ・双六・紙芝居であったり、寺方

提灯踊り・農作業・学校の歴史紹介パネルや昔の農
機具等の展示であるが、子供たちが郷土への愛着を
深め、誇りをもって力強く生きて欲しいとの願いが
込められている。
手作りの花壇・部屋・パネル・教材・玩具など全

てに、「寺方小学校が更に地域から愛され信頼される
学校になって欲しい」「寺小の子供たちが健やかに成
長して欲しい」との住民や先生方の願いが込められ
ているのが実感される。
ここでこのプロジェクトを実現させた実行委員会

の構成を紹介する。
①事業委員会
②広報記録委員会
③記念誌委員会
④式典委員会
⑤祝賀会委員会
⑥予算委員会
6 委員会の100余名が実行委員会会長高橋義信氏

のリーダーシップと強い願いのもとに結集し、ユニ
ークで類例のない「学校ミュージアム」が完成され
たのである。
「学校ミュージアム」はまた、開設時のプロセス

が大切である。
この推進にあた
っては、創立50周
年記念式典・祝賀
会の1年前の時点
で、タブロイド版
の「守口市立寺方
小学校50周年記念
行事実行委員会だ
より」を出版し、
趣旨を徹底すると
ともに、50周年記念マークを制定（寺方小学校の児
童より寄せられたデザインの中から 6年の赤岡恵理
さんの作品を選定）している。
それだけにとどまらず、インターネットホ－ムペ

ージを立ち上げることによって、プロセスの進捗状
況が関係者全員に把握され、連繋が効率的になされ
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ミュージアムを核とした町づくりの話題や、ミュージアム関連新制度
など、ミュージアム・マネージメントに示唆を与えてくれるような新
鮮な話題を紹介します。

時 の 話 題

「学校ミュージアム」第 1号を
守口市立寺方小学校に開設

JMMA会員

亀田　訓生
（特定非営利活動法人 企業ミュージアムの協会）
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寺方小学校「学校ミュージアム」見学会に参加して

井上　真里子
（NPO法人　企業ミュージアムの協会　会員）

私達は10時に京阪守口駅近くのホテルロビーに集合
し、徒歩で寺方小学校に向かった。初春の日差しを浴び
ながら10分程すると到着。校長先生や小学校の関係の方
が校門で、「歓迎企業ミュージアムの協会」と書いた横
断幕を持って出迎えてくれた。小学校の向かい側にある
松下電池工業の工場の壁幅80メートル、高さ20メートル
に、児童の描いた恐竜ランドの原価をもとに作成した多
色の大壁画があり感動した。そして、ちょうど休み時間
だったので、子供達が元気に遊ぶ姿を見ながら、創立50
周年記念花壇を通り、校舎の中に入って行った。
校長先生の挨拶と代表幹事の高橋さんから開校50周年

記念事業とした完成されたいきさつの説明を聞いた後、
私達は「イキイキルーム」と「資料室」へと向かった。
「イキイキルーム」は、空き教室に手が加えられた畳敷
きになっており、カルタ遊びやわらじ作りなどに利用さ
れている。また、地域の老人と交流を図り、楽しい総合
学習の場ができている。そして、驚いたことに、この部
屋にあるおもちゃは全て、手作りでできていた。中でも、
「すごろく寺方小学校校区探検」は、地域に何があるか
わかるようになっており、子供達が遊びながら学べると
思った。「資料室」は、千歯扱など昔の道具や米作りの
一年間を展示していた。また、淀川の洪水に悩まされて
いた村人のために樋を設けた庄屋喜左衛門の話を、古文
書のコピーとともに、わかりやすく解説した絵がかかげ
られてあり、歴史史料館にはない工夫がみられた。ちな
みに、資料室の前の廊下には、「寺方クイズ50」という、
寺方小学校の歴史や寺方周辺に関する問題が貼ってあ
り、卒業までに子供達が寺方小学校のことを覚えてくれ
るようにしていると聞き、あらゆる場所を活かしている
のに感心した。
今回の学校ミュージアムの見学は、今までに行った博

物館や美術館などとは、全く発想の違う展示をしており、
大変、楽しかった。また、空き教室をこのように利用し、
開放することは、企業がミュージアムを創り、社会に貢
献しているのと同じように、学校も地域社会に貢献し交
流の場となっていて、すばらしいと思った。

たことも特筆される。加えて、資料・展示物の収集
をはじめ、教室の改造、展示方法、開設後の運営、
活用の仕方や方法等も地域の人たちの知恵や技能を
生かすことが重要で、同時に子供の発想や視点も尊
重しなければならない。
「学校ミュージアム」は先生・保護者・地域の人た
ちの“思い・願い・祈り”を具現化したものである。
学校の教育現場でも「総合的な学習の時間」のあり
方に関心が高まっている昨今、少子化で空き教室の
活用方法が議論の対象となっている現況のもとで、
その空き教室の有効活用法として全国の学校でも「学
校ミュージアム」が数多く開設されることを大きく
期待するものである。
本協会では、寺方小学校の協力を得て、平成14年

3 月 2 日（土）午前10時半から正午まで特別見学会を
催した。26名の参加者の中の井上真理子・当協会正
会員の見学記とそのときの写真を紹介しておこう。
最後に、この見学会を実施するにあたって、「学校

校門を入った運動場で（バックに松下電池工業の壁画）

手作りすごろく校区探検

寺方クイズ50

庄屋喜左衛門コーナー

千歯扱など米作りの農具

創立50周年記念花壇
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ミュージアム」より本協会に送られてきた見学会マ
ニュアル（実に要領よくまとめられてわかりやすい）

と50周年記念だより　を記しておく。

寺方小学校「学校ミュージアム」見学会マニュアル

○日　　　時　　　　　　平成14年 3 月 2 日（土）AM10：30～12：00
○場　　　所　　　　　　守口市立寺方小学校「イキイキルーム」、「資料室」等
○見　学　者　　　　　 「企業ミュージアムの協会」から約30人
○時　間　割　　　　　　10：00見学者、守口PH集合　　高橋が迎えに行き学校へ案内する

10：30～10：40（10分間）
1．記念写真　　　　　　　　　　　　　校庭の花壇前にて

※ 「花壇の整備」等の説明
※ 「私たちの恐竜ランド」の説明
※　全員による記念写真

歓迎・「企業ミュージアムの協会」横断幕
10：40～10：50（10分間）

2．挨拶と概要の説明　　 1号館 2階会議室
①　校長あいさつ
②　概要の説明　　高橋

10：50～11：30（40分間）
3．「イキイキルーム」、「資料室」の見学

※　案内役　　南部委員会他事業委員会のメンバー　
11：30～12：00（30分間）

4．懇談会
※　佐々木委員長他広報記録委員会のメンバーによるアルバム、ホームページ等の説明
※　質疑応答

5．解　散　　スタッフ全員で東門又は西門まで案内し見送る
※児童の集団下校に配慮

○当日の案内役と役割　　校長、高橋、福田、江端、初田→挨拶並びに概要の説明　　
北町、黒田、船引、白井

南部他事業委員会→　「イキイキルーム」「資料室」の案内
佐々木他広報委員会→　懇談時の説明と湯茶の接待

記念写真の撮影、横断幕の製作

1



1 ．開催の趣旨

今我が国の学校では、「総合的学習の時間」への対
応に忙しい。明治 5年の「学制発布」、戦後の「教育
改革」に続く「第三の教育改革」が進んでいるから
である。小中学校では平成14年度から、高等学校で
は平成15年度から学年進行で実施される新しい教育
課程は、国の移行措置の通知により小中学校ではす
でに多くの学校で実施され、高等学校でも平成12年
度から導入が進められている。すでに現行の教育課
程においても「生涯学習社会への移行」が提言され、
新らしい教育課程における「総合的な学習の時間」
の実施に当たっても外部の「教育資源・学習資源」
の活用が言われており、生涯学習の中核機関として
の博物館への期待が増大している。
この様な状況の下、発足以来 6年が経過し「新た

な飛躍」を模索している日本ミュージアム・マネー
ジメント学会では、教職員や行政関係者及び博物館
関係者を対象として、「総合的学習の時間」の展開を
題材とした「学校と博物館の連携方策」や国内外の
「学校と博物館の連携事業の実践例」を広く紹介する
ことにより、教育資源・学習資源としての博物館を

再発見し、これからの「学校経営」と「博物館経営」
を連携するためのフォーラムを実施することとした。

2 ．開催の概要

テーマ
「総合的な学習の時間が始まる

―学校と博物館の対話と連携―」
日時・場所

平成14年 2 月10日（日）午前10時～午後 6時
学術総合センター
（千代田区一ツ橋 2丁目 1番 2号、

Tel. 03―4212―6321）
参加人数

158名

3 ．開催プログラム

特別講演：
「フランスにおける博物館と学校の関係」
イザベル・バルザモ　
（フランス文化省博物館局博物館監理官）
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特別事業フォーラム開催報告

日本ミュージアム・マネージメント学会主催

「総合的な学習の時間が始まる

―学校と博物館の対話と連携―」

フォーラム実施

会場の様子

イザベル・バルザモ氏

1

2

3

1



基調講演：
「開かれた学校つくりとミュージアム

―ミュージアムに学ぶ学校つくり―」
大堀　哲（日本ミュージアム・マネージメン

ト学会会長）

基調講演：
「生涯学習時代における学校教育と博物館」
無藤　隆（お茶の水女子大学教授）

フォーラムⅡ：博物館・美術館における「総合
的学習の時間」の実践報告

○「総合的学習の時間における博物館の支援」
平岡　　健（川越市立博物館教育普及係長）

○「総合的学習の時間の展開―千葉県立房総のむ
らの学習支援システムを中心にして―｣

新　　和宏（千葉県立房総のむら研究員）
○「博物館と学校教育の連携-博物館における継続
的・計画的な授業の実践｣
古田　哲也（美濃加茂市民ミュージアム）

○「科学と美術をアレンジする博物館活動」
松丸　敏和（千葉県立現代産業科学館）

○「博物館と『総合的な学習の時間』」
谷口　　栄（葛飾区立郷土と天文の博物館）

○「学校と博物館の連携の在り方―継続的な実践
を通して―」

富田　英雄（さいたま市立日進中学）
○「教育センターにおける理科教員の博物館研修
講座の展開について」

高山　芳久
（千葉県総合教育センター研究指導主事）

○「美術館における学校との連携と子どものため
のプログラム」
古山　剛索（埼玉県立伊奈学園）

フォーラム：「連携のための学校の条件と博物館
の条件」

・実践報告者からの一言
パネリスト：無藤　　隆（お茶の水女子大学教授）

大堀　　哲（常盤大学副学長）
堀　由紀子（江ノ島水族館館長）
早瀬　長利

（総和町立総和中学校校長）
三木　美裕
（全米日系人博物館教育部長）

コーディネーター：高安　礼士
（千葉県総合教育センター主任指導主事）
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大堀　哲氏

無藤　隆氏

堀　由紀子氏

早瀬　長利氏

三木　美裕氏
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4 ．協議の概要

フォーラムⅠにおいて、大堀会長から今回の企画
のねらいと我が国における学校と博物館の関係につ
いての総括的な説明や課題等が紹介された。特に、
博学連携が叫ばれながらもなかなか実現しない事情
や原因について、また博物館が行うべき活動につい
て提言が行われた。
本来、「総合的学習の時間の博物館における展開」

と「博物館と学校の連携」は別の議論であろう。フ
ォーラムⅠのイザベルさんをはじめとするパネリス
トの方々からは、本来の博物館のもつ教育機能と学
校教育との違いについての説明があり、その違いを
認識した上での連携が提案された。そのためにも、
本来の博物館とは何かの考察が必要であり、起源を
さかのぼる議論があった。
無藤先生からは「生涯学習時代における学校教育

と博物館」と題して、総合的な学習の時間が目指す
ものは、「勉強意欲の衰退と勉強の受験への矮小化を
越えて、社会と専門性に開かれた知性を確立するた
めに生涯にわたり学んでいく姿勢」や「学校週五日
制の時代の学び」の内容についての提言があった。
さらに、この総合的な学習に時間では、高度な学び
を目指して、学校の学年毎のカリキュラムを越えて
学びの意欲を引き出し、高度な学びへとつなげる学
習が紹介された。また、博物館が提供できるものと
して、高度な知識の生きる場としての博物館や専門
家との出会いの場として、体験から知識の創造へ向
かい中高生を専門家へと育てる学習への期待が提言
された。
フォーラムⅡでは、今日の学校と博物館の関係を

踏まえた新しい試みやその考え方が紹介された。「総
合的学習の時間」をきっかけとして、これまで進ま
なかった博学連携の積極的な推進に対するさまざま
な具体的提言があった。その際いくつかの不足する
「人・もの・資金」の面からの条件も紹介された。特
に、これらの連携事業を遂行する際の人材の育成の
重要性が強く指摘された。
フォーラムⅢの全体討論において、「博物館におけ
る「総合的学習の時間」推進のための具体的提言と
して、以下の五点があげられた。

①「学校の博物館利用促進協議会」等の設置によ
る継続的な連携機関を設置する。
②博物館資料を用いた教育プログラムについて、
「教員―学芸員」による共同開発を行う。
③教員の博物館研修を制度化する。（研修会、短期
研修、長期研修の実施）
④ミュージアム・エデュケーターを専門職として
養成し、精密なプログラムを作成する。
⑤博物館関連学会や教育学関連学会と連携して、
博物館教育学を確立する。

さらにこれらを実現するための具体的方策として、
「博物館が取り組むべきこと」、「学校が取り組むべき
こと」、「行政が取り組むべきこと」の条件があげら
れた。

5 ．フォーラムを終えて

今回の特別事業は、「総合的な学習の時間の博物館
における展開」、「博物館と学校教育との連携」、「今
日の我が国における教育問題」という各段階の課題
を考えるように企画した。その結果、ある点では突
っ込みの足らない議論だったかもしれない。しかし
別の面から見ると、課題を多層的に提示し、単に平
成14年度から始まる新しい学校教育と博物館の関係
にとどまらず、学校と博物館がもつ本来の教育観の
違いに対して互いに理解し、その上で今後目指すべ
き教育の方向性が議論できたと思う。
この事業と相前後して行われた同種のフォーラム

として、「自由な学びを支援するには～英米の博物館
事例に探る」平成14年 1 月20日（国立民族学博物
館）、「博物館の学びを創る2001―博物館教育と教育
者養成に関する国際会議―」（日本大学文理学部）等
があり、これらのフォーラムの議論においても「新
しい社会構造」に則した「博物館教育の新たな可能
性」が求められることを結論づけられたと聞く。
今回のフォーラムを企画運営して見えてきたもの

は、「博学連携」に伴う課題もさることながら、その
根底にある「教育の今日的な課題」である。幼児教
育、小学校、中学校、高等学校、大学等の教育の各
段階においての課題や問題点と博物館の在り方につ
いて、類似点の多いものであることが垣間見ること
ができた。それは、19世紀末に始まり、20世紀に確
立した「学校教育の理念」とその根底にあった「実
物教育の危機」とその屈折点としての今であろう。
フォーラムが終わった今、もっと実用的な情報の

提供がもっと必要であったかと反省もしているが、
今後長く改善を図るためにも基本的な問題や課題を
明らかにすることも必要であると考えた。その点、
多くの方々から「発表構成の拡がり」や「登壇者の
多様性」を高く評価されたことは、企画したものに
とって大変心強いものであった。また、その他にも
いろいろな課題も見えてきた。
博物館の経営について研究する日本ミュージアム・
マネージメント学会において、必要とされるものは
何であろうか。マネージメントの内容構成を明確に
することが望まれているが、博物館現場では今回の
テーマのような実務に役立つ情報や研究成果も強く
求められていることが分かった。これらの面につい
ても、着実な研究に基づく提言が必要であろう。
そのような意味からも、とかく経験論や体験論に

陥りやすい「博物館における教育活動」において、
学会として以下のような取組が必要と思われる。
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①博物館教育理論の確立のための継続研究事業の
推進
②研究部会における継続的な学校連携に関する実
践的研究の継続
③学校連携システムの研究と提案
④教職員の本学会への参加要請

博物館における教育活動は「質の高い博物館活動
の提供」のために不可欠のものであり、ミュージア

ム・マネージメントの中心的課題となる「利用者研
究」の根底を成すものといえる。そのため、均質と
いう特徴を持つ学校の生徒児童を対象とした緻密な
教育プログラムの作成が望まれる。
今回は特別事業として実施したが、学会としては

学校連携に関する調査・研究を継続事業として進め
ることが必要と思われる。

（記録：JMMA理事
特別事業実行副委員長　高安　礼士）
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日本ミュージアム・マネージメント学会特別事業

「学校と博物館の連携と対話―総合的学習の時間が始まる―」実行委員会名簿

実行委員長　　倉　本　昌　昭（JMMA関東支部長、JMMA理事）
副 委 員 長　　高　安　礼　士（JMMA理事）
委　　　員　　高　橋　信　裕（JMMA理事）
委　　　員　　水　嶋　英　治（科学技術館）
委　　　員　　牛　島　　　薫（千葉県立中央博物館）
委　　　員　　川　島・B敦子（フランス・アビニィヨン大学客員研究員）
委　　　員　　佐々木　秀　彦（東京都たてもの園・江戸東京博物館（13年度））
委　　　員　　小　川　義　和（国立科学博物館）
委　　　員　　原　　秀 太 郎（JMMA幹事）
委　　　員　　齋　藤　恵　理（JMMA事務局次長）

協　　　力
湯　浅　万紀子（東京大学大学院）
森　　　美　樹（乃村工芸社）
中　村　　　隆（科学技術振興財団）
棚　橋　里　江（乃村工芸社）
奥　野　花代子（生命の星・地球館）
川　瀬　伊　代（JMMA事務局）

※今回ご報告いたしましたJMMA特別事業「学校と博物館の連携と対話―総合的学習の時間が始まる―」の
報告書を 1 部￥1,500（送料込み）にて販売しております。数に限りがございますので、購入を希望される
方は、お早めに事務局までご連絡下さい。



1 ．はじめに

平成13年度からスタートした国立博物館の独立行
政法人化は、我が国におけるミュージアムの展開に
おいて新たな局面を迎えることを意味している。そ
れは、入場料以外の収入をより積極的に得られる活
動を実現しなければならない、ということである。
ミュージアムにおいて入場料以外の収入をあげる

可能性がある場所を考えると、ミュージアムショッ
プが最も有望であると考えられる。しかしながら、
国内におけるミュージアムショップの多くは、館の
オリジナル商品をほとんど販売しているわけではな
く、また飲食施設が仮に整っていても来訪者の満足
のいくサービスを提供しているところは非常に少な
い。このため、本来であればミュージアムの運営に
貢献するであろう収入面、集客面の効果がない、と
いうのが現状である。
平成13年度の「ミュージアムショップ部会」では、
こうした現状を踏まえ、どのような形で飲食・物販
事業を行えばミュージアムの運営にとって大きな貢
献を果たすことができるのかについて検討しようと
試みたが、部会の開催に手間どり、結局年度も押し
迫った 2月に報告することになった。報告させてい
ただく前にまずこの点についてお詫びさせていただ
きたい。

2 ．報告要旨

本来であれば、報告者と幹事は別の人が行うのが
通例であるが、今回は幹事である私が報告者となっ
たため、変則的な形での報告とさせていただく。
さて、報告の趣旨については、大きく 2つの視点

があった。一つは、我が国におけるミュージアムシ
ョップは今後のミュージアム運営にとって大切な役
割を果たすことになるので、今後注力すべきである
こと、そして、もう一つは今後の参考となりうるケ
ーススタディとして、昨年12月に横浜市鶴見区の東
京電力の研究所敷地内にオープンした「電気の史料
館」のミュージアムショップ（飲食・物販）の紹介
をする、ということである。なお、「電気の史料館」
のミュージアムショップについては、いずれも私が
プロデュースを担当したことから、オープンにこぎ

着けるまでの経緯とショップづくりのプロセスにつ
いてご報告させていただいた。

ミュージアムショップ「見直し論」

我が国におけるミュージアムショップは、残念
なことではあるが、これまで比較的軽視されてき
た。こぎれいな展示を作ったり、華美な建築物を
建てることには注力しても、来館者サービスの視
点に立ったソフトの充実には積極的とは言えなか
った。それは、ミュージアムショップだけでなく、
オープン後のミュージアムのコンテンツにも言え
ることである。
ミュージアムショップは、本来的には館内の展

示（ここでいう「展示」は、ワークショップを含
む）と同じように、ソフトウェアの要であるはず
である。しかし、現状のミュージアムショップは、
単にショップのオペレーションができる企業に「業
務委託」しているだけで、来館者とミュージアム
とのリレーションシップは非常に希薄なものにな
っている。例えば、科学館であれば、来館者が館
内で楽しめたものを自宅で再現できたり、友達と
一緒に試したりといった展開ができるべきだが、
今のミュージアムショップのグッズでそういった
商品は残念ながらほとんど見あたらない。
もちろん、学芸員の方々は事務作業に忙殺され

ている（特に、公共が運営主体となっている場合）
うえ、これまでは、商品開発などとは縁のない生
活をされているであろうから、すぐに実現するの
は難しいのは当然のことである。しかし、学芸員
とグッズを開発する企業や地元の大学などと連携
して商品化するといった展開が仮にできれば、学
芸員にとってもインセンティブになるし、来館者
にとってミュージアムショップに訪れるきっかけ
となるだろう。（もちろん、収入の分配について
は、しっかりとした取り決めを学芸員、ミュージ
アム、メーカー三者が取り交わすことが条件とな
る。）
一方、飲食施設については、規模の小さなミュ

ージアムは滞留時間の短さから飲食施設を置かな
いところがほとんどであるが、これも間違いでは
ないだろうか。小さくて、滞留時間が短いのであ
れば、それを補う手段として飲食施設を導入すれ
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研究部会活動報告

ミュージアムショップ

研究部会

第1回研究会

演　目：「これからのミュージアムショップのあるべき姿

―「電気資料館」における取り込み―

日　時：平成14年 2 月16日　正午～午後 1時45分
会　場：文化環境研究所会議室（乃村工藝社内）
報告者：松永　久（株式会社三菱総合研究所　主任研究員）
参加者：13名

1



ばいいのではないか。アメリカの子どもの博物館
では、（ケータリングなどで済ませているケースも
あるが）子ども達の誕生会が開けるスペースを設
けて、親子の集客の獲得を図っているが、こうし
た展開は国内のミュージアムでもできるはずであ
る。もちろん、地方の小規模なミュージアムであ
れば、地元の高齢者のたまり場となるよう、ある
いは地元の高齢者を支える食の拠点としての機能
を持つことも方向性としてはあるはずだろう。展
示物の更新が難しく、ミュージアムの魅力が逓減
することに対して危機感を持っているミュージア
ムにとって、こうした視点からも集客・収入を考
えるべきである。
最後に、ミュージアムをとりまく問題の中で独

立行政法人化という視点は確かにポイントの一つ
であるが、個人的に心配しているのは、市町村の
合併である。一つのミュージアムの持ち出し（自
治体における一般会計並びに特別会計からの支出）
は、市町村の合併により、その総額が千万単位か
ら億単位に変わるところが少なくない。そうなる
と、市町村合併を機にミュージアムの再編を求め
る声が地域住民等から高まる可能性が懸念される。
このため、今こそ、ミュージアムショップの価値
を見直し、活性化すべきであると考えている。

「電気の史料館」におけるミュージアムショップ

「電気の史料館」は、東京電力が創業50年の記念
事業として取り組んだものである。もともと研究
施設の内部を一部取り壊し、そこに発電事業の 1
号機あるいは電気事業の歴史を語る上で欠かせな
い資料を実物で集め、展示している。
この「電気の史料館」は、JR横須賀線新川崎駅
あるいはJR南武線矢向駅から徒歩15分以上とあま
り立地には恵まれていないこともあり、集客面で
は大きな期待ができないがその分、いらした方が
満足していただけるよう、飲食と物販には力を入
れることで進められてきた。
飲食については、立地条件の悪さを補うだけの

インパクトのあるメニュー開発（メニューの決定
にあたっては、関係者による試食会を数回行い、
味の徴調整まで行った）、そしてオペレーションを
してくれる事業者の紹介、さらに物販については
電気並びにその関連キーワードで書かれた3,000冊
以上に及ぶ洋書・和書のリストアップ、取次店の
紹介など事業性を高める提案を念頭にプロデュー
スを行った。今回は、時間の関係で現地を見学す
ることはできなかったが、来年度になってから機
会を設けて実施することにしたい。

3 ．意見交換

当日集まって頂いた13名（私を除く）は、ミュー
ジアムショップ向けの商品開発をされている方、実
際にミュージアムを運営されている方をはじめ多岐
に及んでいた。
意見交換の中では、ミュージアムグッズとして爆

発的に売れた商品（ネクタイ）に関する開発プロセ
スの話、国内で最近オープンした大型ミュージアム
におけるショップ機能が全く不足しているといった
意見など、それぞれの立場から様々な意見が寄せら
れた。
最終的には、ミュージアムにおけるミュージアム

ショップの役割が今後大きくなるものと考えられる
中で、ミュージアムは何をすべきか、今後さらにこ
うした機会を設けて検討をすべきであるという認識
で一致したと理解している。

4 ．今後の展開

平成13年度は、今回の報告と、丹青研究所の小美
濃氏の報告（第 7回大会）の 2回の活動にとどまっ
たが、次年度は、「電気の史料館」の見学会をはじ
め、少なくと四半期に 1度は開催をし、ミュージア
ムショップのあるべき姿、あるいは現状の改善方策
等について意見を交換できれば、と考えている。

（幹事　松永　久）
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『概説　博物館学』
全国大学博物館学講座協議会西日本部会編
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i n f o r m a t i o n
information
◆JMMAホームページ運用開始のお知らせ◆

4 月 1 日よりJMMAのホームページが運用を開始しました。学会活動や入会方法、刊行物の
ご案内をしておりますので、ぜひご覧下さい。
今後は皆様のご意見をお伺いながら充実させてまいりますので、ご意見ご希望をぜひお寄せ

下さい。

ホームページアドレス：http://www.jmma.net/

◆会報に掲載する投稿原稿を募集いたします◆

JMMA会報では、投稿原稿を募集しています。編集方針は以下のとおりですので、原稿を投
稿する方は事務局までお知らせ下さい。

【JMMA会報投稿原稿の考え方】
1 ．会員の未発表原稿を取り上げるものとしますが、事務局から会員及び会員以外の方に
原稿を依頼することもあります。

2 ．投稿にあたっては、会報のどのコーナーに投稿するかを明記し、事務局まで申請して
ください。

3 ．原稿は、署名原稿として掲載します。
4 ．投稿された原稿については、編集委員会によって審査が行われ採否を決定します。
また、修正等をお願いする場合もあります。

5．投稿原稿は採否にかかわらず、返却いたしません。

◆平成14年度会費納入のお願い◆

平成14年度年会費はお早めに納入下さいますようお願い申し上げます。
請求書・領収書が必要な方は事務局までご連絡下さい。

郵便局の場合　口座番号00160― 9―123703
「日本ミュージアム・マネージメント学会」

銀行の場合　　みずほ銀行　鶯谷支店　普通預金No.1740890
「日本ミュージアム・マネージメント学会」
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i n f o r m a t i o n

information

◆事務局から◆
事務局の窓口業務は、月曜日から金曜日までの午前10時から午後 5 時までとさせていただい

ております。ご了承下さい。
なお、ファックスについては常時受信可能ですので、こちらもご利用下さい。

新規入会者のご紹介

（平成13年12月26日～平成14年 6 月15日現在）
【個人会員】

青　木　淳　一　様 神奈川県立生命の星・地球博物館　
秋　山　圭　子　様 韮崎市教育委員会
阿　部　正　紘　様 株式会社ノックス
安　保　雅　利　様 東村山市役所
石　垣　　　忍　様 林原自然科学博物館
岡　田　保　朗　様 財団法人大阪産業振興機構
加　古　博　志　様 兵庫県立歴史博物館
熊　谷　智　義　様 株式会社邑計画事務所
佐　竹　茂　市　様 高知県立横山隆一記念まんが館
高　山　芳　久　様 九十九里地方教育センター
外　山　　　徹　様 明治大学
中　村　恭　子　様 有限会社スタジオケイジェイ
南　部　聡　子　様 株式会社ライブアド
堀　　　美　穂　様
松　岡　葉　月　様 中野区立桃丘小学校
向井田　善　朗　様 岩手大学　
山　下　一　郎　様 中村展設株式会社
湯　浅　範　人　様 株式会社内田洋行

【法人会員】
財団法人九州国立博物館設置促進財団　様
株式会社京都科学　様　

【学生会員】
薄　井　章　彦　様 常磐大学
小　杉　恵理子　様 玉川大学
酒　井　彰　子　様 常磐大学
塩　澤　賢　二　様 常磐大学
陣　野　百　香　様 常磐大学
杉　戸　聡　子　様 筑波大学大学院
関　　　裕　典　様 常磐大学
武　子　真奈美　様 常磐大学
南　郷　絵　美　様 常磐大学
西　川　佳　穂　様 常磐大学
平　山　竜　次　様 常磐大学
舛　井　裕　一　様 常磐大学
宮　本　沙　織　様 常磐大学
村　上　陽　子　様 常磐大学
森　　　郁　子　様 常磐大学
山　根　いずみ　様 常磐大学
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